
別紙様式５号(第７の３及び第８の３関係)

１　産地基幹施設等支援タイプ
　Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費

備
考

(円)

交付金
都道府県費

市町村費 その他

久留米市 農事組
合法人
福栄組

合

家畜改良
増殖(特
用家畜
(地鶏))

201 県産地
鶏の飼
養羽数
(出荷羽
数)の増

加

(H27)
453

千羽/年

(H29)
556

千羽/年

(H30)
572

千羽/年

(R01)
575

千羽/年

(R02)
539

千羽/年

(R03)
540

千羽/年

(R04)
566

千羽/年

(R04)
1,097

千羽/年
17.5%
((566-

453)/(1,097-
453)*100)

県産地鶏
の飼養羽

数が
24.9%増
加した。

家畜改良
増殖(特
用家畜
(地鶏))

203 県産地鶏の生
産コストの削

減

(H27)
269

円/㎏
(420,664/1,562

)

製造ｺｽﾄ
420,664円

処理重量
1,562kg

(H29)
267

円/㎏
(507,710/1,898

)

製造ｺｽﾄ
507,710円

処理重量
1,898kg

(H30)
270

円/㎏
(526,597/1,944

)

製造ｺｽﾄ
526,597円

処理重量
1,944kg

(R01)
270

円/㎏
(535,753/1,981

)

製造ｺｽﾄ
535,753円

処理重量
1,981kg

(R02)
274

円/㎏
(506,994/1,847

)

製造ｺｽﾄ
506,994円

処理重量
1,847kg

(R03)
289

円/㎏
(530,634/1,832

)

製造ｺｽﾄ
530,634円

処理重量
1,832kg

(R04)
323

円/㎏
(621,508/1,920

)

製造ｺｽﾄ
621,508円

処理重量
1,920kg

(R04)
236

円/㎏
(865,475/3,658

)

製造ｺｽﾄ
865,475円

処理重量
3,658kg

-163.6%
((323-

269)/(236-
269)*100)

県産地鶏
の生産コ
ストが
20.1%増
加した。

家畜改良増殖関
連施設

解体処理施設
冷蔵冷凍施設
衛生検査施設
附帯施設

建屋1,892.55㎡
(鉄骨造2階建)

処理羽数1,097
千羽/年

784,350,000 349,807,000 0 34,980,000 399,563,000 H30.3.22

　外食向けの食材
であったため、コ
ロナ禍の影響をう
け、出荷羽数が増
加しなかった。通
販など外食産業以
外の出荷先の開拓
を図る。
　地鶏は飼料給与
量が多いため、飼
料費高騰の影響を
強く受けた。現
在、出荷日齢の短
縮を行うことでコ
スト削減に努めて
いる。今後は、出
荷羽数の増加によ
り、コスト削減を
図る。

　新型コロナウイ
ルスによる外食産
業需要の低迷によ
り、飼養羽数(出荷
羽数)の増加目標が
未達成。また、ウ
クライナ情勢や為
替等の影響を受け
飼料の価格が高騰
し、生産コストの
削減目標も未達成
の状況である。今
後とも計画達成に
向け関係機関と連
携を図る。

宗像市
福津市

宗像農
業協同
組合

土地利用
型作物

(稲(新規
需要米を
除く。))

9 事業実
施地区
におけ
る高温
耐性品
種の作
付割合
の向上

(H30)
19.6%

(97/495)

高温耐性品種作
付面積
97ha

新規需要米以外
水稲作付面積

495ha

(R02)
-

(R03)
-

(R04)
25.5%

(122.9/482.1)

高温耐性品種作
付面積
122.9ha

新規需要米以外
水稲作付面積

482.1ha

(R04)
24.7%

(136/551)

高温耐性品種作
付面積
136ha

新規需要米以外
水稲作付面積

551ha

24.7-19.6=5.1
ポイント増

115.6%
((25.5-

19.6)/(24.7-
19.6)*100)

高温耐性
品種の作
付割合が
5.9ポイ
ント向上
した。

穀類乾燥
調製貯蔵
施設等再
編利用

1 再編後の穀類
乾燥調製貯蔵
施設等の利用

率

再編後の施設
の運営コスト

の低減

(H30)
76.6%

米:68.5%
麦:98.6%

大豆:92.0%

11,875円/t
(60,799,628/5,

120)

運営コスト
60,799,628円

取扱数量
5,120t

(R02)
-

-

(R03)
-

-

(R04)
92.5%

(5,337/5,772)

実績
米:2981t
麦:2177t
大豆:179t
計5,337t

処理能力
5,772t

10,806円/t
(57,673,576/5,

337)

運営コスト
57,673,576円

取扱数量
5,337t

(R04)
100%

(5,772/5,772)

再編後予定取扱
数量

米:3,858t
麦:1,460t
大豆:454t
計5,772t

再編後処理能力
米:3,858t
麦:1,460t
大豆:454t
計5,772t

　9,194円/t
(53,065,681/5,

772)

運営コスト
53,065,681円

予定取扱数量
5,772t

(11,875-
9,194)/11,875
*100=22.6%低減

67.9%
((92.5-

76.6)/(100-
76.6)*100)

39.8%
((10,806-

11,875)/(9,194
-11,875)*100)

利用率が
92.5%に
向上し
た。

運営コス
トが9.0%
低減し
た。

穀類乾燥調製貯
蔵施設

建物1,952㎡
調製施設
色彩選別機
付帯設備
電気設備　等

1,950,300,000 886,500,000 0 0 1,063,800,000 R4.3.22

　品種誘導及び施
設利用の推進等に
より高温耐性品種
の作付け割合が増
加し、高温耐性品
種の作付割合の成
果目標を達成し
た。
　施設を統合する
ことで、施設の維
持管理費の削減が
でき、トラックス
ケールの導入によ
り、生産者の搬入
時の待ち時間を解
消し、作業時間の
効率化が図れたも
のの、運営コスト
低減の成果目標は
電力費の高騰によ
り達成できなかっ
た。
　利用率について
は、①大豆の出芽
後の乾燥による生
育抑制、②台風14
号の強風によるな
びきと葉先の損
傷、③台風接近に
伴う異常高温によ
る不稔莢や粒肥大
阻害が発生したこ
とで、収量が激減
し、成果目標の達
成が出来なかっ
た。

　高温耐性品種の
作付誘導の取組に
より、高温耐性品
種の作付割合が増
加し、成果目標の
達成率は115.6%と
なった。一方で、
高温耐性品種の作
付面積及び稲(新規
需要米を除く)の作
付面積は目標値に
達していないた
め、更なる高温耐
性品種への作付誘
導に加え、施設未
利用者への施設利
用促進の取組が必
要である。
　施設の再編によ
り施設維持管理費
の削減や作業効率
化は図れたもの
の、成果目標を達
成することはでき
なかった。電力費
の高騰が大きな要
因であるが、稼働
１年目の実績であ
るため、引き続き
効率的な運営につ
いて検討していく
必要がある。ま
た、米及び大豆に
ついては、計画処
理量を下回る実績
となっていること
から、施設利用率
の向上のため、安
定生産の取組を徹
底する必要があ
る。

朝倉市 筑前あ
さくら
農業協
同組合

集出荷貯
蔵施設等
再編利用
(野菜(い
ちご、ア
スパラガ

ス))

6 再編後
の集出
荷施設
の利用

率

(H30)
-

(R02)
-

(R03)
97%

(204.5/210)

処理実績
いちご
110.2t

アスパラガス
94.3t
合計

204.5t

(R04)
101%

(212.9/210)

処理実績
いちご
80.3t

アスパラガス
132.6t
合計

212.9t

(R04)
100%

(210/210)

処理能力
いちご
125t

アスパラガス
85t
合計
210t

101.3%
(212.9/210*100

)

利用率実
績は

101.3%と
なった。

野菜(い
ちご、ア
スパラガ

ス)

136 単位面積当た
りの販売額の

増加

(H30)
2,475千円/10a
(136,637/55.2)

販売額
136,637千円
作付面積
5.52ha

(内訳)
いちご

4,767千円/10a
販売額

82,000千円
作付面積
1.72ha

アスパラガス
1,438千円/10a

販売額
54,637千円
作付面積
3.8ha

(R02)
2,438千円/10a
(139,224/57.1)

販売高
139,224千円
作付面積
5.71ha

(内訳)
いちご

4,620千円/10a
販売高

67,920千円
作付面積
1.47ha

アスパラガス
1,681千円/10a

販売高
71,304千円
作付面積
4.24ha

(R03)
2,841千円/10a
(258,532/91.0)

販売高
258,532千円
作付面積
9.10ha

(内訳)
いちご

4,759千円/10a
販売高

160,856千円
作付面積
3.38ha

アスパラガス
1,707千円/10a

販売高
97,676千円
作付面積
5.72ha

(R04)
3,000千円/10a
(269,438/89.8)

販売高
269,438千円
作付面積
8.98ha

(内訳)
いちご

3,833千円/10a
販売高

138,752千円
作付面積
3.62ha

(補正係数)
0.933

アスパラガス
2,438千円/10a

販売高
130,686千円
作付面積
5.36ha

(補正係数)
0.971

(R04)
3,094千円/10a
(269,450/87.1)

販売額
269,450千円
作付面積
8.71ha

(内訳)
いちご

4,768千円/10a
販売額

172,125千円
作付面積
3.61ha

アスパラガス
1,908千円/10a

販売額
97,325千円
作付面積
5.1ha

84.8%
((3,000-

2,475)/(3,094-
2,475)*100)

単位面積
当たりの
販売額が
21.2%増
加した。

集出荷貯蔵施設

建屋(1,480㎡)
予冷施設
貯蔵施設(低温
貯蔵施設)

281,983,900 128,174,000 0 0 153,809,900 R3.3.25

　アスパラガスは
目標達成したが、
いちごについては
面積は目標に達し
たものの、天候不
順や病害虫の発生
等による単収の低
迷により単位当た
りの販売額が目標
に届かなかった。
来年度以降は栽培
暦に基づく適切な
栽培管理の徹底と
ともに、実需者に
求められる品質を
めざしていく。

　集出荷施設の利
用率は目標を達成
し、事業効果が見
られている。ま
た、アスパラの目
標も達成してい
る。いちごは面積
の目標は達成した
ものの、生産面に
おいて、天候不順
や病害虫の発生等
による単収の低迷
により、面積当た
りの販売額が伸び
ず、目標未達と
なった。来年度以
降は、さらなる生
産管理の徹底を関
係機関と連携しな
がら行う。

総合
所見

 (注)１　別紙様式１号の１の(２)のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の２の(２)のアの(ア)のただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

目標値
(令和４年)

６年後

類
別

事業実施後の状況②

５年後 ６年後２年後
(対象作
物・畜種
等名)①

計画時 １年後 ２年後 ３年後

都道府県平均達
成率

58.5%

　本県において本年度の事業評価の対象となったのは３地区であり、都道府県平均達成率は58.5%であった。
　農事組合法人福栄組合については、生産コスト削減の成果目標が未達であった。宗像農業協同組合については、施設の再編利用による利用率向上の成果目標が未達であり、高温耐性品種の作付割合向上の成果目標は、目標値に達しているものの実績値が未達となった。筑前あさくら農業協同組合については、単位面積当たりの販売額増加の成果目標が未達であった。
　これらの成果目標等の未達の要因としては、①天候不順による収量低下、②新型コロナウイルス感染症による外食需要の減少、③飼料や資材等の高騰に伴うコスト増が挙げられる。
　今後は、成果目標の達成に向け、①天候に応じた栽培管理の徹底や高温耐性品種等の気候変動に対応可能な品種への転換等の推進、②通販等の外食向け以外の出荷先の確保、③飼養羽数の変更や施設運営の見直し等によるコスト低減などについて、関係機関との連携のもと指導を行っていく。

達成率
(対象作
物・畜種
等名)②

達成率

(工種、施設区
分、構造、規
格、能力等)

４年後

成果目標の具
体的な内容②

事業実施主体の評
価

負担区分(円)

計画時 ５年後

成果目標
の具体的
な実績②

３年後１年後 ４年後

完了年月日

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

(都道府県名：福岡県　令和４年度)

市町村名
事業実
施主体

名

類
別

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

都道府県の評価

目標値
(令和４年)


